
律

令

官

司

制

成

立

過

程

に

お

け

る

天

武

・

持

統

朝

の

歴

史

的

意

義

陰

陽

寮

を

中

心

に
豊

田

大

介



目

次

・

は

じ

め

に

1

章

陰

陽

寮

の

成

立

過

程

1

節

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

2

節

律

令

制

的

陰

陽

寮

の

成

立

過

程

2

章

律

令

官

司

制

成

立

過

程

に

お

け

る

特

質

～

陰

陽

寮

と

大

学

寮

を

比

較

し

て

～

・

お

わ

り

に



は

じ

め

に

天

武

・

持

統

朝

は

日

本

古

代

史

に

お

い

て

「

倭

国

」

が

「

日

本

」

へ

と

変

化

し

て

い

く

う

え

で

画

期

と

な

つ

た

時

代

で

あ

る

。

西

嶋

定

生

氏

は

こ

の

天

武

・

持

統

朝

を

国

内

体

制

の

整

備

が

急

速

に

進

行

し

た

時

期

で

あ

っ

た

と

し

た

う

え

で

、

こ

の

国

内

体

制

の

整

備

に

よ

っ

て

律

令

国

家

の

完

成

、

古

代

天

皇

制

国

家

の

確

立

過

程

、

「
東

夷

の

小

帝

国

」

的

世

界

観

の

原

初

が

見

ら

れ

る

と

述

べ

て

い

る

ー

。

早

川

庄

八

氏

は

、

天

武

持

統

朝

な

い

し

浄

御

原

令

の

施

行

期

を

「

日

本

律

令

制

国

家

の

創

設

期

で

あ

っ

た

と

同

時

に

、

そ

の

形

成

期

で

あ

っ

た

」

と

述

べ

て

い

る

2

。

青

木

和

夫

氏

は

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

支

配

体

制

改

革

が

行

わ

れ

、

そ

れ

ら

が

天

智

朝

以

前

の

支

配

体

制

か

ら

の

変

化

を

も

た

ら

し

、

中

央

集

権

的

構

造

を

造

っ

た

う

え

で

大

宝

律

令

編

纂

の

前

段

階

と

し

て

飛

鳥

浄

御

原

令

を

制

定

、

施

行

し

た

と

述

べ

て

い

る

3

。

そ

の

一

方

で

坂

上

康

俊

氏

は

施

策

面

や

具

体

面

か

ら

浄

御

原

令

の

内

容

を

推

し

量

っ

た

う

え

で

、

官

僚

制

に

関

し

て

は

大

宝

令

と

の

間

に

か

な

り

段

階

差

を

認

め

ざ

る

を

得

な

い

と

し

て

い

る

4

。

外

交

面

で

は

、

遣

唐

使

の

断

絶

期

に

当

た

り

、

壬

申

の

乱

(

六

七

二

年

)

の

三

年

前

で

あ

る

六

六

九

年

の

河

内

直

鯨

の

派

遣

を

最

後

に

、

文

武

天

皇

六

(

七

〇

二

)

年

に

粟

田

真

人

が

派

遣

さ

れ

る

ま

で

の

期

間

に

天

武

・

持

統

朝

は

収

ま

っ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

天

武

・

持

統

朝

の

環

境

下

に

お

い

て

『

日

本

書

紀

』

天

武

天

皇

四

(

六

七

五

)

年

正

月

の

1



記

事

に

は

こ

の

よ

う

な

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

。

四

年

春

正

月

丙

午

朔

、

大

學

寮

諸

學

生

・

陰

陽

寮

・

外

藥

寮

、

及

舎

衛

女

・

堕

羅

女

・

百

濟

王

善

光

・

新

羅

仕

丁

等

、

捧

二

藥

及

珍

異

等

物

一

進

。

こ

の

記

事

で

は

大

学

寮

の

学

生

、

陰

陽

寮

、

外

薬

寮

が

正

月

に

「

珍

異

等

物

」

を

持

っ

て

き

た

大

陸

か

ら

の

人

物

た

ち

と

共

に

薬

を

天

皇

に

捧

げ

て

い

る

場

面

に

つ

い

て

書

か

れ

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

記

事

に

は

大

き

な

矛

盾

点

が

あ

る

。

ま

ず

、

律

令

制

下

の

職

分

で

い

え

ば

、

大

学

寮

そ

れ

か

ら

陰

陽

寮

は

薬

に

関

す

る

知

識

を

有

す

る

あ

る

い

は

、

薬

に

関

し

て

学

ぶ

部

署

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る

。
ま

た

、

同

じ

天

武

期

を

見

て

も

同

じ

様

に

大

学

寮

あ

る

い

は

2

陰

陽

寮

が

天

皇

に

薬

を

捧

げ

る

と

い

う

事

例

は

な

く

、

そ

れ

は

持

統

朝

に

お

い

て

も

同

様

で

あ

る

。

こ

こ

か

ら

、

陰

陽

寮

そ

し

て

大

学

寮

は

律

令

制

下

の

同

寮

と

異

な

っ

た

性

質

を

持

つ

も

の

で

は

な

い

か

と

推

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

こ

で

天

武

・

持

統

朝

に

お

け

る

陰

陽

寮

、

あ

る

い

は

陰

陽

寮

に

関

係

す

る

役

職

を

中

心

対

象

と

し

て

、

時

代

の

前

後

関

係

に

お

け

る

変

化

と

大

学

寮

と

の

比

較

か

ら

、

律

令

官

司

制

成

立

過

程

の

変

化

と

天

武

・

持

統

朝

の

歴

史

的

意

義

を

見

出

す

こ

と

を

本

論

文

の

課

題

と

す

る

。

な

お

、

以

降

の

分

で

「

律

令

」

は

大

宝

律

令

を

指

す

も

の

と

し

、

史

料

に

関

し

て

も

文

中

に

記

載

が

な

け

れ

ば

『

日

本

書

紀

』

と

す

る

。

前

述

の

記

事

を

含

む

史

料

の

句

読

点

、

返

り

点

に

関

し

て

は

、

岩

波

書



店

の

『

古

典

文

学

大

系

』

昭

和

四

十

年

七

月

五

一

刷

の

も

の

に

準

拠

す

る

。

日

第

章

陰

陽

寮

の

成

立

過

程

一

節

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

ま

ず

、

本

題

に

入

る

前

に

陰

陽

寮

に

関

し

て

簡

潔

に

説

明

を

し

て

い

く

。

律

令

制

下

に

お

い

て

陰

陽

寮

は

陰

陽

・

暦

・

天

文

・

漏

剋

の

四

分

野

に

分

か

れ

、

陰

陽

に

は

陰

陽

師

・

陰

陽

博

士

・

陰

陽

生

、

暦

に

は

暦

博

士

・

暦

生

、

天

文

に

は

天

文

博

士

・

天

文

生

、

漏

剋

に

は

漏

剋

博

士

・

守

辰

丁

が

そ

れ

ぞ

れ

置

か

れ

て

い

た

。

山

下

克

明

氏

に

よ

れ

ば

令

制

下

で

の

陰

陽

師

の

職

務

は

「

占

笠

・

相

地

」

で

あ

り

、

こ

れ

は

占

術

と

地

相

の

吉

凶

選

定

の

こ

と

を

指

し

て

い

る

5

。

こ

れ

ら

を

ふ

ま

え

た

上

で

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

に

つ

い

て

述

べ

て

い

き

た

い

。

先

述

し

た

天

武

四

年

正

月

の

記

事

は

「

陰

陽

寮

」

と

い

う

文

字

の

初

出

で

あ

る

。

こ

れ

を

そ

の

ま

ま

受

け

止

め

れ

ば

、

こ

の

時

点

で

陰

陽

寮

が

存

在

し

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

で

は

こ

れ

以

降

の

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

あ

る

い

は

そ

れ

に

関

係

す

る

役

職

の

記

述

を

示

し

て

い

く

。

3

①庚

辰

、

遣

二

浮

廣

璋

廣

瀬

王

・

小

錦

中

大

伴

連

安

麻

呂

及

判

官

・

録

事

・

陰

陽

師

・

工

匠

等

於

畿

内

一

、

令

レ

視

二

占

磨

レ

都

之

地

一

。



②甲

寅

、

召

二

諸

才

人

・

博

士

・

井

廿

鯨

人

一

、

賜

二

食

及

緑

一

。

陰

陽

師

・

瞥

師

者

、

③庚

午

、

工

二

官

人

、

匠

・

陰

陽

師

・

侍

讐

・

大

唐

學

生

及

、

井

計

四

人

、

授

二

爵

位

一

。

④二

月

丁

酉

朔

丁

未

、

詔

二

諸

官

一

日

、

當

以

二

三

月

三

日

一

、

將

レ

幸

二

伊

勢

一

。

宜

下

知

二

此

意

一

、

備

中

諸

衣

物

上

。

賜

二

陰

陽

博

士

沙

門

法

藏

・

道

基

銀

人

廿

爾

一

。

残

念

な

こ

と

に

天

武

・

持

統

朝

に

お

け

る

陰

陽

寮

や

そ

れ

に

関

す

る

役

職

の

記

事

は

四

つ

し

か

な

い

。

少

な

い

が

順

を

追

っ

て

内

容

を

説

明

し

て

い

く

。

①

は

天

武

十

三

(

六

八

四

)

年

二

月

の

条

で

、

廣

瀬

王

・

大

伴

連

安

麻

呂

及

判

官

・

録

事

・

陰

陽

師

・

工

匠

等

に

畿

内

で

都

に

適

し

た

土

地

を

視

察

さ

せ

た

と

い

う

内

容

で

あ

る

。

こ

の

文

中

で

の

陰

陽

師

の

役

割

は

先

述

し

た

相

地

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

つ

ま

り

、

天

武

十

三

年

時

点

で

陰

陽

師

は

相

地

を

職

掌

と

し

て

い

た

こ

と

が

分

か

る

。

②

・

③

は

そ

れ

ぞ

れ

朱

鳥

元

(

六

八

六

)

年

の

正

月

と

六

月

に

食

禄

と

爵

位

を

、

陰

陽

師

を

含

め

た

役

職

に

与

え

た

と

い

う

内

容

で

あ

る

。

こ

こ

か

ら

、

陰

陽

師

と

い

う

役

職

が

国

家

内

に

確

立

さ

れ

た

形

で

存

在

す

る

こ

と

が

分

か

る

。

④

は

持

統

六

(

六

九

六

)

年

の

二

月

に

三

月

三

日

4



の

伊

勢

御

幸

を

宣

言

し

、

衣

類

な

ど

を

備

え

る

よ

う

宣

言

さ

れ

た

。

本

文

か

ら

同

じ

場

所

で

発

せ

ら

れ

た

の

か

は

不

明

だ

が

、

同

日

に

陰

陽

博

士

で

あ

る

沙

門

法

蔵

・

道

基

に

そ

れ

ぞ

れ

銀

二

十

両

が

与

え

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

博

士

と

名

の

付

く

人

物

に

対

す

る

銀

二

十

両

の

贈

呈

は

、
持

統

五

年

に

二

度

行

わ

れ

て

い

る

。

九

月

己

巳

朔

壬

申

、

賜

二

音

博

士

大

唐

績

守

言

・

薩

弘

恪

・

書

博

士

百

濟

末

士

善

信

、

銀

人

廿

雨

一

。

十

二

月

戊

戌

朔

己

亥

、

賜

二

讐

博

士

務

大

参

徳

自

珍

・

呪

禁

博

士

木

素

丁

武

・

沙

宅

萬

首

、

銀

人

廿

雨

一

。

5

し

か

し

な

が

ら

、

そ

れ

ら

先

例

に

は

ど

の

よ

う

な

こ

と

を

行

っ

た

こ

と

で

、

あ

る

い

は

な

ぜ

銀

二

十

両

が

贈

ら

れ

た

の

か

記

載

さ

れ

て

お

ら

ず

、

沙

門

法

蔵

と

道

基

に

与

え

ら

れ

た

二

十

両

の

意

図

と

も

比

較

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

し

か

し

、

こ

こ

で

重

要

な

の

は

こ

の

銀

二

十

両

を

与

え

ら

れ

た

沙

門

法

蔵

と

い

う

人

物

に

つ

い

て

で

あ

る

。

沙

門

と

は

修

行

僧

の

こ

と

を

指

し

て

お

り

仏

教

関

係

者

で

あ

る

こ

と

は

す

ぐ

に

わ

か

る

。

さ

ら

に

法

蔵

と

い

う

人

物

は

こ

の

記

事

以

外

に

も

出

現

し

て

い

る

。

そ

れ

が

次

の

二

つ

の

記

事

で

あ

る

庚

辰

、

遣

二

百

濟

僧

法

藏

・

優

婆

塞

盆

田

直

金

鍾

於

美

濃

「

、

令

レ

煎

二

白

市

一

、

因

以

賜

二

緬

綿

布

一

。



丙

寅

、

法

藏

法

師

金

鍾

、

献

白

市

煎

。

一

つ

目

は

、

『

日

本

書

紀

』

天

武

十

四

(

六

八

五

)

年

の

十

月

の

記

述

で

あ

る

。

こ

こ

に

は

百

済

僧

の

法

蔵

と

優

婆

塞

の

盆

田

直

金

鍾

を

美

濃

に

派

遣

し

、

白

市

を

煎

じ

さ

せ

、

そ

の

功

に

対

し

て

綿

布

を

贈

与

さ

れ

た

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

。

優

婆

塞

は

仏

教

信

者

の

こ

と

を

指

し

、

僧

と

仏

教

信

者

が

白

市

を

取

り

に

行

っ

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

二

つ

目

は

同

年

十

一

月

に

同

じ

く

法

蔵

と

金

鍾

が

白

市

を

煎

じ

て

献

上

し

た

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

。

両

文

と

も

に

出

て

く

る

「

白

市

」

は

し

ろ

お

け

ら

と

い

う

漢

方

薬

の

原

材

料

を

指

し

て

お

り

、

こ

れ

ら

を

煎

ず

る

と

い

う

こ

と

は

こ

の

原

材

料

か

ら

漢

方

薬

を

生

成

し

て

い

る

こ

と

を

意

味

し

て

い

る

。

こ

れ

は

、

法

蔵

と

金

鍾

の

両

者

あ

る

い

は

法

蔵

が

薬

に

精

通

し

て

い

る

こ

と

を

示

し

て

へ

む

レ

るた

だ

、

こ

れ

だ

け

で

は

こ

の

二

人

あ

る

い

は

法

蔵

に

薬

の

知

識

が

あ

る

と

い

う

こ

と

を

示

す

だ

け

で

あ

る

が

、

一

つ

目

の

記

事

の

中

に

出

て

く

る

「

遣

」

と

い

う

字

に

よ

っ

て

そ

の

意

味

は

大

き

く

変

わ

っ

て

く

る

。

つ

ま

り

、

当

時

の

王

権

に

法

蔵

と

金

鍾

は

指

示

さ

れ

て

行

っ

た

と

い

う

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

そ

も

そ

も

薬

の

知

識

で

あ

れ

ば

天

武

四

年

の

記

事

で

も

見

ら

れ

た

外

薬

寮

の

人

物

の

方

が

詳

し

い

は

ず

で

あ

り

、

そ

の

人

物

に

指

示

す

る

の

が

普

通

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

王

権

は

後

の

陰

陽

博

士

で

あ

る

法

蔵

に

指

示

を

出

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

陰

陽

博

士

は

文

字

通

り

陰

陽

寮

を

掌

る

博

士

で

あ

る

が

、

そ

の

人

物

は

当

然

陰

陽

に

関

し

て

の

エ

キ

ス

パ

ー

ト

で

あ

る

6



の

が

、
律

令

制

下

陰

陽

寮

で

は

当

然

の

こ

と

で

あ

る

。

つ

ま

り

法

蔵

が

陰

陽

博

士

で

あ

っ

た

持

統

六

年

時

点

で

は

陰

陽

だ

け

で

は

な

く

薬

に

も

精

通

し

た

人

物

が

陰

陽

博

士

に

就

任

し

て

い

た

と

い

う

こ

と

が

言

え

る

。

故

に

、

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

博

士

は

専

門

的

で

は

な

く

様

々

な

知

識

を

持

っ

た

僧

が

就

任

し

て

い

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

さ

ら

に

こ

の

天

武

・

持

統

朝

は

二

つ

ひ

と

ま

と

め

と

し

て

語

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。

そ

れ

は

天

武

朝

で

構

想

さ

れ

た

こ

と

を

、

持

統

朝

が

事

業

を

継

承

し

て

行

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

分

か

り

や

す

い

具

体

例

は

飛

鳥

浄

御

原

令

に

つ

い

て

で

あ

る

。

こ

の

令

は

天

武

朝

か

ら

構

想

さ

れ

て

お

り

、

天

武

死

後

、

持

統

と

草

壁

皇

子

が

編

纂

事

業

を

継

承

、

そ

れ

を

持

統

朝

で

施

行

し

て

い

る

。

そ

れ

ら

か

ら

考

え

る

に

こ

の

法

蔵

の

事

例

に

見

ら

れ

る

よ

う

な

陰

陽

7

博

士

の

就

任

も

天

武

朝

か

ら

の

継

承

と

い

う

こ

と

が

言

え

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

そ

れ

を

考

え

る

と

天

武

四

年

の

事

例

か

ら

そ

の

当

時

の

陰

陽

寮

あ

る

い

は

そ

れ

に

属

す

る

陰

陽

博

士

は

、

決

し

て

陰

陽

や

そ

の

他

三

つ

の

分

野

の

エ

キ

ス

パ

ー

ト

で

は

な

く

、

法

蔵

の

よ

う

に

薬

に

精

通

し

て

い

た

と

考

え

る

こ

と

も

、

大

き

な

間

違

い

で

は

な

い

と

考

え

る

。

つ

ま

り

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

は

、

そ

の

職

掌

の

区

分

さ

れ

た

状

態

で

は

な

く

、

薬

な

ど

の

大

陸

か

ら

の

学

問

・

技

術

に

関

し

て

知

識

の

あ

っ

た

渡

来

僧

を

ま

と

め

た

寮

で

あ

る

と

位

置

づ

け

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

ま

た

、

陰

陽

博

士

の

よ

う

な

官

職

も

百

済

遺

民

の

僧

が

還

俗

し

な

い

ま

ま

就

任

で

き

る

状

態

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

も

理

解

で

き

る

。



二

節

律

令

制

的

陰

陽

寮

の

成

立

過

程

で

は

、

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

は

ど

の

よ

う

な

過

程

で

生

ま

れ

、

ど

の

よ

う

な

過

程

で

律

令

制

下

陰

陽

寮

へ

と

変

化

し

た

の

か

。

先

述

し

た

通

り

、

陰

陽

寮

の

構

成

要

素

は

陰

陽

、

天

文

、

暦

、

漏

剋

の

四

分

野

で

あ

る

。

そ

れ

ら

要

素

に

関

し

て

記

載

さ

れ

て

い

る

史

料

を

示

し

て

い

く

。

七

年

夏

六

月

、

百

濟

遣

二

姐

彌

文

貴

將

軍

.

洲

利

帥

爾

將

軍

一

、

副

二

穗

積

臣

押

山

一

百

濟

本

記

云

、

委

意

斯

移

麻

岐

彌

。

貢

二

五

経

博

士

段

楊

爾

一

。

秋

九

月

、

百

濟

遺

二

州

利

部

次

將

軍

一

、

副

二

物

部

連

一

來

、

謝

レ

賜

二

己

波

之

地

}

。

別

貢

二

五

経

博

士

漢

高

安

茂

一

、

請

レ

代

二

博

士

段

楊

爾

一

。

8

右

の

記

事

は

継

体

天

皇

七

(

五

一

三

)

年

六

月

と

同

天

皇

十

(

五

一

六

)

年

九

月

の

記

事

で

あ

る

。

そ

こ

に

は

百

済

か

ら

の

将

軍

の

派

遣

と

土
ハ

に

五

経

博

士

の

来

朝

、

交

代

に

つ

い

て

書

か

れ

て

い

る

。

村

山

修

一

氏

は

こ

の

記

事

を

陰

陽

道

の

大

陸

か

ら

の

伝

来

に

関

す

る

最

も

古

い

記

事

で

あ

る

と

主

張

し

て

い

る

6

。

五

経

博

士

は

前

漢

武

帝

が

五

経

の

教

授

と

普

及

の

た

め

董

仲

野

の

進

言

を

基

に

設

置

し

た

も

の

で

、

五

経

と

は

『

易

経

』

『

書

経

』

『

詩

経

』

『

礼

記

』

『

春

秋

』

を

指

す

7

。

こ

の

う

ち

『

易

経

』

は

、

天

平

宝

字

元

(

七

五

七

)
年

十

一

月

陰

陽

生

の

習

得

書

に

『

周

易

』

の

名

称

で

指

定

さ

れ

て

い

る

8

。

し

か

し

、

百

済

に



お

け

る

五

経

博

士

が

ど

の

よ

う

な

も

の

だ

っ

た

の

か

、

段

揚

爾

と

漢

高

安

茂

が

ど

の

よ

う

な

人

物

で

あ

っ

た

の

か

と

い

う

こ

と

が

朝

鮮

半

島

側

の

史

料

に

も

み

ら

れ

な

い

た

め

、

本

当

に

陰

陽

道

の

形

成

に

関

わ

る

伝

来

の

仕

方

で

あ

っ

た

の

か

と

い

う

観

点

で

は

疑

問

が

残

る

。

そ

も

そ

も

村

山

修

一

氏

の

陰

陽

道

理

解

、

つ

ま

り

陰

陽

道

は

大

陸

か

ら

伝

来

し

た

9

と

い

う

考

え

に

対

し

て

は

、

山

下

克

明

氏

、

0

や

下

出

積

與

氏

-

、

は

否

定

す

る

見

解

を

示

し

て

お

り

、

自

分

も

村

山

修

一

氏

の

考

え

方

に

は

否

定

的

で

あ

る

。

陰

陽

道

が

大

陸

か

ら

伝

来

し

た

も

の

で

な

い

以

上

、

『

日

本

書

紀

』

の

記

事

に

お

け

る

五

経

博

士

は

儒

教

的

性

格

の

面

を

優

先

し

て

考

え

る

必

要

が

あ

る

と

考

え

る

。

次

に

こ

の

二

つ

の

記

事

で

あ

る

。

9

六

月

、

遣

二

内

臣

一

、

閾

レ

名

使

二

於

百

濟

一

。

傍

賜

二

良

馬

二

匹

・

同

船

二

隻

・

弓

五

十

張

・

箭

五

十

具

一

。

勅

云

、

所

レ

請

軍

者

、

随

二

王

所

須

一

。

別

勅

、

讐

博

士

・

易

博

士

・

暦

博

士

等

、

宜

依

レ

番

上

下

。

今

上

件

色

人

、

正

當

二

相

代

年

月

一

、

宜

下

付

二

還

使

一

相

代

上

。

又

卜

書

・

暦

本

・

種

々

藥

物

、

可

付

送

。

二

月

、

百

濟

遣

二

下

部

杵

率

將

軍

三

貴

・

上

部

奈

率

物

部

烏

等

一

・

乞

二

救

兵

一

。

傍

貢

二

徳

率

東

城

子

莫

古

一

、

代

二

前

番

奈

率

東

城

子

言

一

。

五

経

博

士

王

柳

貴

、

代

二

固

徳

馬

丁

安

一

。

僧

曇

慧

等

九

人

、

代

二

僧

道

深

等

七

人

一

。

別

奉

レ

勅

、

貢

二

易

博

士

施

徳

王

道

良

・

暦

博

士

固

徳

王

保

孫

・

馨

博

士

奈

率

王

有

稜

陀

・

採

藥

師

施

徳

港

量

豊

・

固

徳

丁

有

陀

・

樂

人

施

徳

三

斤

・

季

徳

己

麻

次

・

季

徳

進

奴

・

封

徳

進

陀

一

。



皆

依

レ

請

代

之

。

こ

の

二

つ

の

記

事

は

欽

明

天

皇

十

四

(

五

五

三

)

年

六

月

の

記

事

と

同

天

皇

十

五

(

五

五

四

)

年

二

月

の

記

事

で

あ

る

。

様

々

な

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

が

こ

こ

で

注

目

す

べ

き

は

二

つ

の

点

で

あ

る

。

一

つ

目

は

暦

博

士

の

来

朝

と

交

代

で

あ

る

。

暦

博

士

は

律

令

制

下

陰

陽

寮

に

も

存

在

す

る

官

職

で

あ

る

。

こ

の

暦

博

士

の

来

朝

・

交

代

は

そ

の

当

時

暦

に

関

す

る

分

野

の

技

術

・

知

識

を

百

済

に

頼

っ

て

い

た

こ

と

を

し

め

す

も

の

で

あ

り

、

そ

れ

は

同

時

に

国

内

機

構

に

お

い

て

暦

に

関

す

る

技

術

・

知

識

が

存

在

し

て

い

な

か

っ

た

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

ま

た

易

博

士

の

名

前

も

挙

が

っ

て

お

り

、

こ

れ

を

陰

陽

道

の

博

士

と

イ

コ

ー

ル

で

あ

る

と

す

る

考

え

方

、

2

も

存

在

す

10

る

が

先

ほ

ど

も

述

べ

た

通

り

陰

陽

道

が

大

陸

に

存

在

し

な

い

以

上

、

易

博

士

が

陰

陽

道

の

博

士

で

あ

る

と

は

考

え

づ

ら

く

、

ま

た

易

博

士

も

暦

博

士

と

同

様

に

百

済

か

ら

来

た

人

物

で

あ

る

こ

と

か

ら

そ

の

知

識

が

国

内

に

定

着

し

て

い

な

か

っ

た

こ

と

も

示

さ

れ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

暦

博

士

、

易

博

士

の

名

が

挙

が

っ

て

い

る

以

上

国

内

の

政

治

に

そ

れ

ら

分

野

の

知

識

が

必

要

と

さ

れ

て

い

た

と

い

う

こ

と

は

確

た

る

事

実

で

あ

る

と

考

え

る

。

な

お

、

先

ほ

ど

か

ら

出

て

い

る

「

博

士

」

の

文

字

に

関

し

て

久

木

幸

男

氏

が

持

統

朝

ま

で

の

「

博

士

」

を

分

類

し

て

お

り

、

3

、

こ

の

欽

明

朝

の

記

事

に

お

け

る

易

博

士

・

暦

博

士

は

官

職

と

考

え

ら

れ

な

い

も

の

で

あ

り

、

「
技

術

的

教

科

の

学

者

」

と

い

う

意

味

合

い

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

つ

ま

り

、

こ

の

記

事

の

暦

博

士

は

律

令

制

下

陰

陽

寮

の

そ

れ

の

よ

う



に

官

職

で

は

な

い

。

ま

た

、

継

体

朝

の

五

経

博

士

は

「

五

経

に

通

じ

た

学

者

」

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

ち

な

み

に

法

蔵

の

陰

陽

博

士

に

関

し

て

は

、

官

職

で

あ

る

と

し

、

「
技

術

的

教

科

の

教

官

」

で

あ

る

と

分

類

し

て

い

る

。

二

つ

目

は

「

採

藥

師

」

の

存

在

で

あ

る

、

こ

の

時

点

で

国

内

の

政

治

上

で

薬

を

解

す

る

人

物

が

必

要

で

あ

っ

た

こ

と

を

示

し

、

そ

の

人

物

を

個

別

に

派

遣

さ

せ

て

い

た

こ

と

が

分

か

る

。

こ

れ

は

先

述

し

た

法

蔵

の

時

代

以

前

か

ら

薬

に

関

し

て

個

別

の

専

門

家

が

存

在

し

て

い

た

こ

と

を

示

し

、

法

蔵

の

異

分

野

へ

の

関

与

を

際

立

た

せ

る

も

の

で

あ

る

と

自

分

は

考

え

る

。

さ

ら

に

時

代

が

進

む

と

こ

の

よ

う

な

記

事

が

出

て

く

る

。

冬

十

月

、

百

濟

僧

観

勒

來

之

。

傍

貢

二

暦

本

及

天

文

地

理

書

井

遁

甲

方

術

之

書

一

也

。

是

時

、

選

二

書

生

三

四

人

}

、

以

偉

レ

學

二

習

於

観

勒

一

　

。

陽

胡

史

祀

玉

陳

習

二

暦

法

[

。

大

友

村

主

高

聰

學

二

天

文

遁

甲

一

。

山

背

臣

日

立

學

二

方

術

一

。

皆

學

以

成

レ

業

。
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こ

の

記

事

は

推

古

天

皇

十

(

六

〇

二

)

年

十

月

の

百

済

僧

観

勒

の

来

朝

に

関

す

る

記

事

で

あ

る

。

記

事

内

で

は

書

物

の

伝

来

と

と

も

に

、

暦

・

天

文

・

遁

甲

・

方

術

の

教

授

が

行

わ

れ

て

い

る

。

天

文

・

暦

は

そ

の

ま

ま

陰

陽

寮

の

分

野

と

な

る

も

の

で

あ

り

、

遁

甲

は

陰

陽

分

野

で

の

占

い

の

用

法

の

一

つ

で

あ

る

式

占

の

一

種

で

あ

る

、

4

。

つ

ま

り

、

陰

陽

分

野

に

関

す

る

伝

来

と

し

て

み

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

れ

ら

分

野

は

記

事

内

に

お

け

る

書

生

三

人

の

う

ち

二

人

が

「

成

レ

業

」



つ

ま

り

習

得

し

た

と

い

う

こ

と

は

、

暦

・

天

文

・

陰

陽

に

関

し

て

国

内

に

知

識

が

受

容

さ

れ

始

め

た

こ

と

を

意

味

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

記

事

の

後

、

陰

陽

寮

あ

る

い

は

そ

れ

に

関

わ

る

分

野

の

記

事

は

あ

る

一

つ

を

除

き

、

天

武

朝

に

至

る

ま

で

存

在

し

て

い

な

い

状

態

に

な

る

。

除

い

た

記

事

に

つ

い

て

は

二

章

の

大

学

寮

と

も

か

か

わ

る

の

で

そ

の

時

に

説

明

す

る

。

推

古

朝

で

は

観

勒

に

よ

っ

て

天

文

・

暦

・

陰

陽

に

関

し

て

国

内

に

知

識

が

受

容

さ

れ

た

状

態

と

な

っ

た

が

、

天

文

に

関

す

る

記

事

は

事

象

を

説

明

す

る

も

の

の

み

で

、

そ

の

職

務

を

掌

る

人

物

が

行

動

し

た

形

跡

は

な

い

。

ま

た

暦

も

持

統

天

皇

四

年

十

一

月

に

元

嘉

暦

と

儀

鳳

暦

が

献

上

さ

れ

た

記

事

し

か

残

っ

て

お

ら

ず

、

陰

陽

に

関

し

て

も

、

壬

申

の

乱

の

際

に

天

武

天

12

皇

が

遁

甲

を

用

い

た

と

い

う

こ

と

以

外

な

く

、

そ

の

後

、

一

節

で

示

し

た

記

事

に

繋

が

る

。

さ

ら

に

法

蔵

の

記

事

と

比

較

し

て

い

く

と

、

観

勒

に

よ

り

陰

陽

の

知

識

が

国

内

に

受

容

さ

れ

、

習

得

者

が

現

れ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

観

勒

と

同

じ

く

百

済

僧

の

法

蔵

が

陰

陽

博

士

つ

ま

り

、

陰

陽

分

野

の

ト

ッ

プ

と

し

て

存

在

し

て

い

る

こ

と

は

、

観

勒

に

よ

る

陰

陽

分

野

の

伝

来

と

教

授

が

一

時

的

な

も

の

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

を

示

す

こ

と

が

で

き

る

。

も

ち

ろ

ん

、

法

蔵

と

観

勒

に

関

し

て

は

大

き

な

差

も

あ

る

。

そ

れ

は

百

済

と

い

う

国

が

実

存

し

て

い

る

か

い

な

い

か

と

い

う

点

で

あ

る

。

斉

明

六

(

六

六

〇

)

年

に

百

済

は

滅

亡

し

て

お

り

、

法

蔵

に

関

し

て

は

正

確

に

は

百

済

遺

民

の

僧

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

百

済

か

ら

来

た

人

物

で

あ

る

こ

と

は

変

わ

っ

て

お

ら

ず

、

繰

り

返

し

に



な

る

が

観

勒

か

ら

法

蔵

の

時

代

ま

で

少

な

く

と

も

陰

陽

分

野

に

関

し

て

は

、

浸

透

し

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

当

然

、

国

内

で

の

受

容

が

完

全

で

は

な

か

っ

た

た

め

観

勒

の

持

っ

て

き

た

書

物

も

そ

の

力

を

発

揮

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

な

お

、

天

智

天

皇

十

(

六

七

一

)

年

四

月

に

漏

剋

の

設

置

に

関

す

る

記

事

が

存

在

す

る

が

、

記

事

は

設

置

と

使

用

開

始

に

つ

い

て

の

も

の

だ

け

で

あ

り

、

前

後

関

係

や

そ

れ

が

公

的

な

の

か

私

的

な

の

か

判

別

で

き

な

い

た

め

保

留

し

て

い

る

。

次

に

天

武

・

持

統

朝

以

降

か

ら

律

令

制

下

陰

陽

寮

ま

で

は

ど

う

だ

っ

た

の

か

を

見

て

い

き

た

い

が

、

残

念

な

が

ら

陰

陽

寮

や

そ

の

関

連

官

職

の

記

述

は

大

宝

律

令

の

次

の

律

令

で

あ

る

養

老

律

令

の

時

代

ま

で

進

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

『

続

日

本

紀

』

養

老

五

(

七

二

一

)

年

正

月

甲

戌

に

お

い

て

優

れ

た

学

業

を

修

め

た

も

の

に

対

し

て

の

追

加

報

奨

に

関

す

る

文

中

に

「

陰

陽

從

五

位

上

大

津

連

首

。
從

五

位

下

津

守

連

通

。

王

仲

文

。

角

兄

麻

呂

。

正

六

位

上

余

秦

勝

。

志

我

閑

連

阿

弥

陀

。
」

と

し

て

名

前

が

記

載

さ

れ

て

い

る

。

同

文

中

に

天

文

や

漏

剋

、

暦

に

関

す

る

記

載

は

な

い

の

で

、

こ

れ

は

陰

陽

寮

に

対

し

て

の

も

の

で

あ

る

と

考

え

る

。

こ

の

文

中

の

人

物

群

の

中

で

注

目

す

べ

き

人

物

が

三

人

い

る

一

人

目

は

角

兄

麻

呂

で

あ

る

。

こ

の

人

物

は

後

述

の

史

料

に

出

て

く

る

角

幅

牟

の

息

子

で

あ

る

。

角

幅

牟

は

旧

百

済

遺

民

で

あ

り

、

こ

の

こ

と

か

ら

旧

百

済

遺

民

の

中

で

は

陰

陽

寮

に

関

す

る

知

識

・

技

術

の

伝

承

は

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

を

意

味

す

る

。

二

人

目

は

大

津

連

首

で

あ

る

。

こ

の

人

物

は

『

続

日

本

紀

』

和

銅

七

(

七

一

四

)

年

三

月

丁

酉

に

お

い

13



て

記

載

さ

れ

て

い

る

大

津

連

意

毘

登

つ

ま

り

還

俗

し

た

沙

門

義

法

の

こ

と

を

指

し

て

お

り

、

こ

れ

は

技

能

官

人

と

し

て

登

用

さ

れ

た

こ

と

を

意

味

す

る

。

三

人

目

が

津

守

連

通

で

あ

る

。

こ

の

人

物

は

和

銅

七

年

(

七

一

四

)
十

月

丁

夘

に

は

美

作

守

に

任

じ

ら

れ

て

お

り

、

技

術

的

官

職

と

は

異

な

る

事

務

官

職

で

あ

っ

た

こ

と

が

見

て

取

れ

る

。

し

か

し

陰

陽

寮

に

関

し

て

の

文

中

に

そ

の

名

前

が

あ

る

と

い

う

こ

と

は

、

陰

陽

寮

内

の

技

術

的

官

職

の

持

つ

知

識

・

技

術

を

あ

る

程

度

有

し

て

い

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

ま

た

津

守

連

は

天

武

天

皇

十

三

年

十

二

月

に

宿

禰

姓

を

与

え

ら

れ

て

お

り

、

神

功

皇

后

の

記

事

に

お

い

て

は

田

裳

見

宿

禰

が

津

守

連

の

祖

で

あ

る

こ

と

が

示

さ

れ

て

い

る

。

神

功

皇

后

の

記

事

に

は

信

慧

性

に

疑

問

が

持

つ

点

が

多

々

存

在

す

る

が

、

少

な

く

と

も

津

守

連

が

古

く

か

ら

存

在

す

14

る

こ

と

は

事

実

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

古

く

か

ら

国

内

に

存

在

す

る

氏

の

人

物

が

陰

陽

寮

に

関

す

る

知

識

・

技

術

を

有

し

て

い

る

点

か

ら

こ

の

時

期

に

は

国

内

に

受

容

さ

れ

、

全

て

の

官

職

に

お

い

て

と

い

う

わ

け

で

は

な

い

が

国

内

機

構

に

官

人

を

生

み

出

す

こ

と

の

で

き

る

レ

ベ

ル

ま

で

受

容

さ

れ

て

い

た

と

い

う

こ

と

が

確

認

で

き

る

。

以

上

の

こ

と

か

ら

陰

陽

寮

ま

た

は

そ

れ

に

関

わ

る

技

術

・

知

識

や

官

職

は

当

初

百

済

国

か

ら

派

遣

さ

れ

た

人

物

に

任

せ

ら

れ

て

い

た

。

観

勒

の

来

朝

で

一

旦

は

受

容

さ

れ

た

か

と

思

わ

れ

た

が

、

長

く

続

か

な

か

つ

た

も

し

く

は

き

つ

ち

り

と

は

受

容

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

。

天

武

・

持

統

朝

で

は

旧

百

済

遺

民

の

僧

を

還

俗

さ

せ

な

い

ま

ま

国

内

機

構

に

組

み

入

れ

る

こ

と

で

、

知

識

・

技

術

を

補

っ

て

き

た

。

下

っ

て

養

老

年

間

に



な

る

と

百

済

遺

民

二

世

や

還

俗

し

た

渡

来

僧

を

登

用

し

つ

つ

も

、

国

内

官

人

の

中

か

ら

陰

陽

寮

に

関

わ

る

知

識

・

技

術

を

持

つ

人

物

が

現

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

、

と

言

え

る

。

そ

の

過

程

の

中

に

お

い

て

天

武

・

持

統

朝

は

百

済

遺

民

の

僧

を

用

い

て

知

識

・

技

術

を

国

内

機

構

に

入

れ

よ

う

と

し

た

。

し

か

し

、

人

物

自

身

は

還

俗

と

い

う

完

全

な

国

内

機

構

へ

の

編

入

は

出

来

な

か

っ

た

、

と

自

分

は

考

え

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

後

の

時

代

と

の

つ

な

が

り

で

い

え

ば

、

こ

の

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

の

動

き

、

ま

た

職

掌

が

完

全

に

分

化

さ

れ

て

い

な

い

と

は

い

え

陰

陽

博

士

の

存

在

が

、

天

武

・

持

統

朝

が

陰

陽

寮

の

始

点

で

あ

る

と

自

分

が

考

え

る

理

由

で

あ

る

。

第

二

章

律

令

官

司

制

成

立

過

程

に

お

け

る

特

質

～

陰

陽

寮

と

大

学

寮

を

比

較

し

て

～

15

天

武

天

皇

四

年

の

記

事

に

お

い

て

陰

陽

寮

と

共

に

存

在

が

表

さ

れ

て

い

る

の

が

大

学

寮

で

あ

る

。

で

は

、

そ

の

当

時

の

大

学

寮

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

の

か

。

大

学

寮

に

関

し

て

は

桃

裕

行

氏

、

5

や

久

木

幸

男

氏

1

6

の

研

究

を

参

考

に

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

い

る

。

ま

ず

、

大

学

寮

の

始

点

と

し

て

は

桃

裕

行

氏

や

久

木

幸

男

氏

と

も

に

天

智

朝

を

指

し

て

お

り

、

桃

裕

行

氏

は

『

懐

風

藻

』

序

や

天

智

天

皇

十

(

六

七

一

)

年

正

月

の

記

事

か

ら

天

智

朝

に

お

い

て

痒

序

(

学

校

)

が

存

在

し

、

鬼

室

集

斯

が

学

職

頭

つ

ま

り

ト

ッ

プ

と

し

て

存

在

し

て

い

た

こ

と

を

示

し

、

久

木

幸

男

氏

は

桃

裕

行

氏

の

研

究

や

そ

の

ほ

か

の

先

行

研

究

を

ま

と

め

た

う

え

で

次

の

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

ま

ず

、

鬼



室

集

斯

に

関

す

る

そ

の

他

史

料

を

用

い

て

痒

序

の

起

源

が

六

七

〇

(

天

智

天

皇

九

)

年

で

あ

る

と

い

う

こ

と

を

突

き

止

め

た

。

そ

の

中

で

分

注

と

し

て

出

て

き

た

学

職

頭

と

い

う

文

字

に

対

す

る

信

慧

性

の

問

題

点

に

対

し

て

も

考

察

し

て

お

り

、

学

職

頭

に

関

す

る

も

の

を

含

む

天

智

天

皇

十

年

正

月

の

記

事

の

分

注

は

信

慧

性

の

高

い

も

の

で

あ

る

と

の

見

解

を

示

し

た

。

ま

た

、

学

職

と

大

学

寮

土
ハ

に

和

訓

が

「

ふ

ん

や

の

つ

か

さ

」

で

あ

り

、

そ

の

意

味

は

「

学

問

を

掌

る

機

関

」

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

こ

れ

は

鬼

室

集

斯

が

痒

序

つ

ま

り

学

職

の

ト

ッ

プ

で

あ

り

、

こ

の

学

職

こ

そ

が

大

学

寮

の

始

点

で

あ

る

と

い

う

こ

と

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

天

武

・

持

統

朝

の

大

学

寮

に

関

し

て

も

持

統

朝

に

お

い

て

音

博

士

と

し

て

績

守

言

・

薩

弘

恪

、

書

博

士

と

し

て

百

濟

末

士

善

信

、

大

学

博

士

と

し

て

上

村

主

百

済

の

出

現

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

中

で

績

守

言

・

薩

弘

恪

に

関

し

て

は

持

統

朝

三

(

六

八

九

)

年

六

月

の

記

事

の

中

で

両

者

は

音

博

士

で

は

な

い

こ

と

が

示

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

を

受

け

て

音

博

士

は

浄

御

原

令

に

よ

り

初

め

て

設

け

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

と

い

う

見

解

を

示

し

て

い

る

。

ま

た

上

村

主

百

済

の

位

階

が

大

宝

令

・

養

老

令

に

お

け

る

博

士

の

相

当

位

階

に

近

似

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

こ

の

天

武

・

持

統

朝

特

に

持

統

朝

の

大

学

寮

の

組

織

や

教

官

の

位

階

が

大

宝

令

・

養

老

令

に

か

な

り

近

づ

い

て

い

る

こ

と

も

示

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

創

建

当

時

の

大

学

寮

は

教

官

に

渡

来

系

特

に

百

済

系

の

人

物

が

多

く

、

学

生

も

同

様

で

あ

っ

た

と

し

て

い

る

。

以

上

が

第

一

章

で

述

べ

た

時

期

と

ほ

ぼ

同

時

期

の

大

学

寮

に

関

す

る

概

要

で

あ

る

。

こ

こ

で

何

度

か

本

16



文

上

に

出

て

い

る

天

智

天

皇

十

年

正

月

の

記

事

を

記

載

す

る

。

是

月

、

以

二

大

錦

下

一

授

二

佐

平

余

自

信

・

沙

宅

紹

明

一

。

法

官

大

輔

。

以

二

小

錦

下

一

授

二

鬼

室

集

斯

一

。

學

職

頭

。

以

二

大

山

下

一

授

二

達

率

谷

那

苦

首

閑

二

兵

法

一

。
・

木

素

貴

子

閑

二

兵

法

一

。
・

憶

禮

幅

留

閑

二

兵

法

一

。
・

答

体

春

初

閑

兵

法

・

体

日

比

子

賛

波

羅

金

羅

金

須

解

・

藥

。

・

鬼

室

集

信

一

。

解

・

藥

。

以

二

上

小

山

上

↓

授

二

達

率

徳

頂

上

解

・

藥

。

・

吉

大

尚

解

レ

藥

・
・

許

率

母

明

二

五

経

　

。
・

角

幅

牟

。

閑

二

於

陰

陽

一

。

以

二

小

山

下

一

、

授

二

鯨

達

率

等

、

五

十

鯨

人

一

。

第

一

章

二

節

に

お

い

て

角

兄

麻

呂

の

父

と

し

て

出

て

き

た

角

幅

牟

は

こ

の

史

料

に

初

出

し

て

い

る

。

こ

17

の

記

事

の

分

注

を

見

る

と

鬼

室

集

斯

は

学

職

頭

で

あ

る

の

に

対

し

、

角

幅

牟

は

「

陰

陽

に

閑

へ

り

」

と

の

記

述

で

あ

る

。

つ

ま

り

こ

の

時

点

で

陰

陽

に

関

し

て

は

機

構

化

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

で

は

、

陰

陽

寮

と

大

学

寮

は

ど

の

よ

う

に

変

化

し

た

の

か

天

武

・

持

統

朝

を

中

心

に

比

較

し

て

い

く

。

ま

ず

、

天

武

・

持

統

朝

よ

り

前

に

関

し

て

は

、

陰

陽

寮

は

第

一

章

で

述

べ

た

通

り

観

勒

の

来

朝

と

い

う

画

期

と

な

り

う

る

事

象

が

存

在

し

た

も

の

の

そ

れ

を

逃

し

、

機

構

を

持

ち

え

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る

。

天

武

・

持

統

朝

で

は

、

百

済

遺

民

の

僧

な

ど

国

内

に

存

在

す

る

知

識

・

技

術

を

持

つ

人

物

を

職

掌

で

分

け

ず

、

ま

た

完

全

な

官

人

化

を

す

る

こ

と

無

く

、

国

内

機

構

に

組

み

入

れ

て

い

た

。

律

令

制

下

に

は

、

占

笠

・

相

地

を

中

心

と

し

、

養

老

年

間

に

お

い



て

は

、

古

く

か

ら

の

国

内

官

人

を

機

構

の

中

に

取

り

入

れ

る

こ

と

が

行

わ

れ

た

。

一

方

大

学

寮

は

天

智

朝

に

機

構

化

を

完

了

し

、

天

武

・

持

統

朝

で

は

博

士

や

学

生

に

関

し

て

は

渡

来

系

を

主

と

し

た

も

の

の

、

音

博

士

や

書

博

士

の

よ

う

な

分

化

、

位

階

の

設

定

な

ど

で

大

宝

令

・

養

老

令

の

機

構

に

近

似

し

た

機

構

へ

と

変

化

し

て

い

っ

た

の

で

あ

る

1

7

。

律

令

制

下

は

、

儒

学

科

と

算

術

科

に

分

か

れ

、

儒

学

科

は

音

博

士

と

書

博

士

に

分

類

さ

れ

て

お

り

、

こ

の

こ

と

か

ら

も

天

武

.

持

統

朝

に

大

ま

か

な

完

成

形

を

示

し

て

い

た

こ

と

が

分

か

る

。

ま

た

、

官

人

機

構

に

関

し

て

で

も

双

方

に

差

が

存

在

す

る

。

律

令

は

唐

の

『

唐

令

』

や

『

唐

六

典

』

を

基

に

作

ら

れ

て

い

る

と

さ

れ

る

、

し

か

し

、

陰

陽

寮

は

そ

の

存

在

自

体

が

『

唐

令

』

や

『

唐

六

典

』

に

存

在

し

て

い

な

い

。

陰

陽

寮

の

構

成

か

ら

見

て

同

様

の

部

署

は

、

唐

に

お

い

て

は

天

文

・

暦

・

漏

剋

を

掌

る

太

史

局

と

占

笠

に

関

わ

る

太

卜

署

と

い

う

形

で

分

か

れ

て

存

在

し

て

い

た

。

ま

た

、

人

数

に

関

し

て

も

大

き

な

差

が

存

在

し

て

お

り

、

村

山

修

一

氏

の

研

究

に

よ

れ

ば

唐

は

太

史

局

の

天

文

・

漏

剋

に

関

す

る

人

物

群

だ

け

で

千

人

近

く

に

な

り

、
暦

を

入

れ

た

総

数

は

、

千

四

十

四

人

と

な

る

。

一

方

陰

陽

に

関

係

す

る

部

署

は

八

十

六

人

と

な

っ

て

い

る

。

日

本

で

は

、

天

文

・

暦

・

漏

剋

関

係

が

四

十

九

人

、

陰

陽

関

係

が

十

七

人

と

な

っ

て

い

る

1

8

。

唐

と

日

本

の

国

家

機

構

の

大

き

さ

故

の

総

数

の

差

は

存

在

す

る

も

の

の

天

文

・

暦

・

漏

剋

と

陰

陽

の

人

数

比

は

大

き

く

異

な

る

。

唐

が

大

ま

か

に

十

対

一

で

あ

る

の

に

対

し

、

日

本

は

六

対

一

に

な

る

。

両

国

土
ハ

に

天

文

・

暦

・

漏

剋

が

人

数

的

に

18



は

多

い

が

総

数

か

ら

見

た

数

で

い

っ

て

も

、

日

本

は

明

ら

か

に

陰

陽

に

関

す

る

部

署

の

人

数

比

が

多

い

こ

と

が

分

か

る

。

こ

れ

に

関

し

て

村

山

修

一

氏

は

科

学

的

技

術

面

で

の

力

不

足

に

よ

っ

て

陰

陽

分

野

へ

比

重

が

傾

い

た

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

1

9

。

こ

れ

に

関

し

て

は

、

自

分

も

賛

同

し

て

お

り

、

付

け

加

え

る

な

ら

ば

、

占

法

や

天

文

で

の

事

象

な

ど

に

関

す

る

科

学

的

知

識

は

受

容

し

や

す

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

故

に

村

山

修

一

氏

も

指

摘

す

る

よ

う

に

機

材

の

製

造

に

関

す

る

技

術

面

が

唐

よ

り

劣

っ

て

い

た

こ

と

が

、

陰

陽

関

係

へ

の

比

重

の

か

か

り

方

へ

と

つ

な

が

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

次

に

大

学

寮

に

関

し

て

は

、

久

木

幸

男

氏

が

『

唐

令

』

や

『

唐

六

典

』

の

影

響

を

指

摘

し

つ

つ

も

、

模

倣

的

な

も

の

で

は

な

く

、

朝

鮮

半

島

国

家

の

影

響

が

19

存

在

し

て

い

た

こ

と

を

示

し

て

お

り

、

そ

れ

が

端

的

に

表

れ

て

い

る

の

が

学

科

の

数

で

あ

る

。

先

述

し

た

通

り

、

律

令

制

下

大

学

寮

に

関

し

て

は

儒

学

科

と

算

術

科

が

存

在

す

る

と

し

、

儒

学

科

は

音

と

書

に

分

類

さ

れ

て

い

る

と

し

た

。

こ

の

音

と

書

は

純

全

た

る

読

み

書

き

と

い

う

わ

け

で

は

な

く

、

儒

学

に

関

係

し

た

も

の

で

あ

る

と

考

え

る

。

こ

れ

ら

学

科

の

数

は

唐

と

比

較

し

て

か

な

り

少

な

く

、

唐

に

は

「

六

学

」

と

し

て

六

つ

の

分

野

そ

れ

ぞ

れ

に

学

校

が

存

在

し

て

い

た

。

ま

た

、

算

術

が

重

視

さ

れ

て

い

た

と

い

う

点

は

朝

鮮

半

島

国

家

の

大

学

と

の

共

通

点

で

あ

る

。

こ

れ

に

関

し

て

は

、

国

家

の

財

政

事

務

を

行

う

上

で

数

学

的

知

識

を

必

要

と

す

る

も

の

の

そ

の

知

識

水

準

は

乏

し

く

、

そ

の

た

め

両

国

は

そ

の

水

準

を

高

め

る

必

要

が

あ

っ

た

。

日

本

に

お

い

て

は

班

田

制

に

関

す

る

行

政

事

務



を

行

う

た

め

に

必

要

で

あ

っ

た

1

9

。

以

上

の

よ

う

に

陰

陽

寮

と

大

学

寮

の

状

態

を

並

べ

る

よ

う

な

形

で

書

き

記

し

て

き

た

が

、

陰

陽

寮

と

大

学

寮

で

比

較

し

た

場

合

、

始

動

の

時

期

か

ら

大

学

寮

は

陰

陽

寮

よ

り

先

行

し

、

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

は

近

似

し

た

機

構

を

持

つ

に

い

た

っ

た

。

こ

の

大

学

寮

の

動

き

を

見

る

限

り

、

律

令

制

国

家

へ

の

画

期

と

さ

れ

る

天

武

・

持

統

朝

に

は

す

で

に

律

令

制

を

下

支

え

し

た

大

学

寮

を

少

な

く

と

も

飛

鳥

浄

御

原

令

施

行

時

に

は

持

っ

て

い

た

と

考

え

る

こ

と

が

で

き

、

そ

の

萌

芽

は

近

年

そ

の

大

系

的

存

在

が

否

定

さ

れ

て

い

る

近

江

令

の

如

何

に

関

係

せ

ず

天

智

朝

に

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

、

と

い

う

考

え

に

行

き

着

く

こ

と

が

で

き

る

。

つ

ま

り

、

大

学

寮

は

少

な

く

と

も

天

智

朝

に

そ

の

萌

芽

を

持

ち

、

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

は

ほ

ぼ

20

完

成

の

め

ど

が

立

っ

て

い

た

と

み

る

こ

と

が

で

き

る

。

し

か

し

、

陰

陽

寮

を

見

た

場

合

、

天

武

朝

以

前

に

は

そ

の

萌

芽

を

見

る

こ

と

が

で

き

ず

、

む

し

ろ

観

勒

に

よ

る

伝

来

に

よ

っ

て

陰

陽

寮

の

萌

芽

が

生

ま

れ

得

た

可

能

性

を

生

か

せ

な

か

っ

た

あ

る

い

は

生

か

せ

ら

れ

な

か

っ

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

は

陰

陽

寮

や

陰

陽

博

士

の

存

在

が

明

確

に

さ

れ

る

も

の

の

、

律

令

制

下

陰

陽

寮

で

古

く

か

ら

の

国

内

官

人

が

高

い

知

識

を

得

て

い

る

の

と

は

異

な

り

、

旧

百

済

遺

民

に

そ

の

官

職

を

任

せ

ざ

る

負

え

な

い

状

態

で

あ

っ

た

。

つ

ま

り

、

陰

陽

寮

を

見

た

場

合

、

天

智

朝

は

お

ろ

か

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

も

律

令

制

下

陰

陽

寮

と

は

大

学

寮

ほ

ど

近

似

し

た

も

の

を

得

る

こ

と

は

で

き

て

い

な

か

っ

た

と

い

う

見

方

が

で

き

、

律

令

国

家

の

「

寮

」

は

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

も

完



成

の

め

ど

が

見

え

る

こ

と

無

く

、

文

武

朝

で

性

急

に

完

成

さ

せ

ら

れ

た

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

で

は

、

な

ぜ

こ

の

よ

う

な

律

令

制

下

に

お

け

る

寮

の

完

成

過

程

に

大

き

な

差

が

生

ま

れ

た

の

か

と

考

え

る

と

二

つ

理

由

を

あ

げ

ら

れ

る

。

一

つ

は

先

ほ

ど

も

述

べ

た

製

造

的

技

術

面

で

の

差

で

あ

る

。

大

学

寮

は

大

陸

に

お

い

て

も

日

本

に

お

い

て

も

知

識

的

技

術

に

関

す

る

も

の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

り

、

そ

れ

に

必

要

と

さ

れ

る

も

の

が

本

と

い

う

持

ち

運

び

が

容

易

で

あ

っ

た

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

一

方

陰

陽

寮

で

は

、

大

陸

に

お

い

て

大

型

の

…機

械

類

を

用

い

る

天

文

の

運

行

観

測

な

ど

や

そ

れ

に

よ

っ

て

作

ら

れ

る

暦

、

多

く

の

漏

剋

を

用

い

る

こ

と

が

で

き

ず

持

ち

運

び

が

容

易

に

で

き

う

る

陰

陽

の

分

野

に

比

重

が

傾

い

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

天

智

朝

以

前

と

な

る

と

観

勒

に

よ

る

伝

来

が

不

発

に

終

わ

っ

た

こ

と

か

ら

も

わ

か

る

通

り

、

そ

の

時

代

は

知

識

も

技

術

も

足

り

な

か

っ

た

と

考

え

る

。

そ

の

理

由

は

二

つ

目

の

理

由

に

も

少

し

関

わ

っ

て

く

る

。

二

つ

目

は

外

交

に

お

け

る

重

要

度

の

差

で

あ

る

。

大

学

寮

は

先

述

の

通

り

完

全

な

中

国

語

教

育

の

場

で

は

な

か

っ

た

が

、

漢

字

に

触

れ

、

発

音

す

る

こ

と

を

行

っ

て

い

た

場

で

あ

る

。

久

木

幸

男

氏

は

「

文

字

の

開

放

」

の

時

期

を

六

世

紀

末

か

ら

七

世

紀

初

頭

で

あ

る

と

し

、

そ

こ

か

ら

中

国

文

献

の

読

破

が

必

要

と

な

っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

、

9

。

六

世

紀

末

は

大

陸

に

お

い

て

北

周

が

陳

を

併

合

し

、

五

八

一

年

に

階

王

朝

が

完

成

し

た

時

期

で

あ

り

、

階

と

い

う

強

大

な

国

家

が

誕

生

し

た

こ

と

で

朝

鮮

半

島

三

国

だ

け

で

な

く

、

倭

に

と

っ

て

も

外

交

面

で

の

行

動

を

大

き

く

変

化

さ

せ

な

け

れ

ば

な

21



ら

な

か

っ

た

2

0

の

で

あ

り

、

そ

れ

と

大

き

く

関

わ

っ

て

く

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

外

交

は

、

何

に

お

い

て

も

文

字

と

言

語

が

な

け

れ

ば

行

う

こ

と

が

で

き

な

い

。

そ

の

文

字

と

言

語

に

間

接

的

に

か

か

わ

る

大

学

寮

が

先

行

し

た

の

も

外

交

上

の

理

由

が

あ

る

と

い

う

こ

と

は

考

え

す

ぎ

で

は

な

い

だ

ろ

う

。

他

方

陰

陽

寮

は

そ

の

階

の

建

国

時

に

は

っ

き

り

と

し

た

形

を

有

し

て

い

た

わ

け

で

は

な

か

っ

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

こ

の

階

と

の

外

交

に

お

い

て

六

〇

〇

年

の

使

者

派

遣

が

大

き

な

出

来

事

と

な

る

。

つ

ま

り

、

高

祖

文

帝

が

、

問

答

の

中

で

「

倭

王

は

天

を

も

っ

て

兄

と

な

し

、

日

を

も

っ

て

弟

と

な

す

。
」

と

い

う

倭

国

的

宇

宙

観

を

「

義

理

な

し

」

と

し

て

訓

令

を

以

っ

て

改

め

る

よ

う

に

指

示

を

出

し

た

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

よ

り

倭

国

は

大

陸

と

の

外

交

に

お

い

て

そ

22

の

宇

宙

観

を

大

陸

的

な

も

の

に

変

更

し

な

け

れ

ば

相

手

に

さ

れ

な

い

と

考

え

た

の

で

は

な

い

か

。

そ

の

証

拠

と

し

て

は

大

陸

に

お

け

る

科

学

的

知

識

を

伝

来

し

た

観

勒

の

来

朝

年

が

使

者

派

遣

の

二

年

後

で

あ

る

六

〇

二

年

で

あ

る

こ

と

も

そ

の

一

つ

の

証

左

に

な

る

の

で

は

な

い

か

。

つ

ま

り

、

観

勒

に

よ

る

伝

来

で

伝

わ

つ

た

も

の

は

陰

陽

寮

関

係

の

も

の

で

あ

る

と

同

時

に

そ

こ

か

ら

中

国

的

宇

宙

観

を

学

ぶ

た

め

の

も

の

で

は

な

か

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

な

ぜ

な

ら

、

中

国

的

宇

宙

観

に

お

い

て

は

宇

宙

万

物

の

主

宰

者

た

る

天

帝

が

君

主

の

地

位

を

与

え

、

そ

れ

に

対

し

て

祥

瑞

や

天

災

に

よ

っ

て

そ

の

治

世

を

評

価

す

る

が

、

そ

れ

を

事

前

に

見

通

し

、

そ

の

事

象

の

吉

凶

を

判

断

す

る

の

は

、

占

笠

や

天

文

な

ど

で

あ

る

か

ら

だ

2

1

。

し

か

し

、

倭

国

側

は

六

〇

七

年

の

遣

階

使

の

際

も

有

名

な

「

日

出

ず



る

処

の

天

子

…

」

の

国

書

を

届

け

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の

点

が

大

陸

的

宇

宙

観

を

受

容

し

よ

う

と

し

た

こ

と

に

対

し

て

矛

盾

し

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

観

勒

に

よ

る

伝

来

の

後

に

そ

の

学

び

伝

え

た

こ

と

が

う

ま

く

伝

播

し

な

か

っ

た

こ

と

を

考

え

る

と

、

お

か

し

な

と

こ

ろ

は

な

い

と

考

え

ら

れ

る

し

、
六

〇

〇

年

の

問

答

や

「

日

出

ず

る

処

の

天

子

…

」

の

国

書

が

倭

王

権

威

の

中

国

王

朝

の

皇

帝

に

対

す

る

対

抗

で

あ

る

と

い

う

解

釈

2

2

は

必

ず

し

も

成

り

立

た

な

い

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

そ

の

後

大

陸

王

朝

が

階

か

ら

唐

に

代

わ

り

、

外

交

の

断

絶

期

が

訪

れ

る

。

そ

し

て

そ

の

期

間

に

あ

る

天

武

・

持

統

朝

に

お

い

て

陰

陽

寮

の

萌

芽

が

生

ま

れ

る

こ

と

に

な

る

。

し

か

し

、

で

は

な

ぜ

倭

国

は

太

史

局

と

太

卜

署

に

分

け

な

か

っ

た

の

か

。

理

由

は

先

ほ

ど

23

も

述

べ

た

技

術

と

知

識

不

足

に

あ

る

。

天

文

に

関

し

て

は

天

文

を

観

察

し

、

占

候

す

る

役

割

も

持

っ

て

い

た

。

大

陸

に

お

い

て

は

こ

の

天

文

に

お

け

る

占

候

と

太

卜

署

の

占

笠

は

区

別

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

し

か

し

、

そ

れ

ら

が

倭

国

に

や

っ

て

き

た

際

に

そ

の

区

別

が

つ

か

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

つ

ま

り

、

倭

国

か

ら

見

れ

ば

天

文

の

占

候

も

占

笠

も

ひ

っ

く

る

め

て

「

占

い

」

と

い

う

風

に

見

え

て

い

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

誤

解

さ

せ

な

い

よ

う

に

言

う

が

、

天

文

の

占

候

は

そ

の

当

時

の

先

端

技

術

に

よ

っ

て

行

わ

れ

て

お

り

、

ま

た

占

笠

も

蓄

積

さ

れ

た

経

験

に

裏

打

ち

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

倭

国

か

ら

日

本

へ

移

る

う

え

で

官

司

の

形

を

考

え

る

上

で

大

陸

の

律

令

の

よ

う

に

分

け

ら

れ

る

も

の

や

新

設

さ

れ

た

も

の

が

あ

る

以

上

ま

っ

た

く



も

っ

て

違

う

性

質

の

も

の

が

同

じ

寮

に

存

在

す

る

特

異

性

は

、

そ

の

当

時

の

倭

国

の

理

解

の

限

界

を

示

し

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

そ

の

上

で

外

交

に

直

接

関

係

の

な

い

知

識

や

技

術

を

持

つ

こ

と

、

あ

る

い

は

持

っ

て

い

る

こ

と

を

国

内

機

構

と

し

て

示

す

こ

と

は

、

中

国

王

朝

周

辺

国

同

士

で

の

地

位

関

係

に

お

い

て

優

位

に

立

つ

た

め

の

も

の

で

あ

っ

た

と

考

え

る

。

そ

し

て

そ

れ

が

、

新

羅

を

蕃

国

と

し

て

見

な

す

世

界

観

、

国

家

理

念

を

基

に

し

て

で

き

た

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

つ

ま

り

、

陰

陽

寮

を

中

心

に

見

た

律

令

官

司

制

成

立

過

程

は

、

天

智

朝

以

前

に

大

ま

か

な

各

官

司

や

そ

の

萌

芽

が

成

立

し

て

い

た

が

知

識

・

技

術

的

に

不

足

し

て

い

た

陰

陽

分

野

と

天

文

・

暦

・

漏

剋

分

野

は

外

交

に

お

け

る

有

用

性

が

見

え

て

き

た

中

に

お

い

て

も

、

24

そ

の

官

司

形

成

が

遅

れ

て

い

た

の

だ

が

、

天

武

・

持

統

朝

を

契

機

と

し

て

よ

う

や

く

そ

の

萌

芽

を

形

成

す

る

こ

と

と

な

っ

た

。

そ

の

後

律

令

官

司

制

と

し

て

性

急

に

完

成

を

進

め

る

中

で

、

陰

陽

と

天

文

・

暦

・

漏

剋

に

お

い

て

特

に

陰

陽

と

天

文

を

大

陸

と

同

じ

様

に

分

化

を

行

う

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

故

に

、

大

陸

で

は

陰

陽

と

天

文

・

暦

・

漏

剋

と

い

う

全

く

性

質

の

異

な

る

も

の

が

同

一

の

寮

に

存

在

す

る

と

い

う

特

異

な

状

態

に

な

っ

た

。

そ

し

て

、

律

令

官

司

制

成

立

や

陰

陽

寮

な

ど

一

部

大

陸

技

術

の

国

内

機

構

化

は

日

本

の

基

本

的

国

家

理

念

に

よ

っ

て

形

成

さ

れ

た

と

自

分

は

考

え

る

。

そ

の

中

で

天

武

・

持

統

朝

は

律

令

官

司

制

成

立

に

お

い

て

す

で

に

萌

芽

が

存

在

す

る

も

の

は

、

そ

れ

を

最

終

的

な

完

成

形

態

で

あ

る

律

令

国

家

の

官

司

制

に

近

づ

け

、

必

要

で

あ

る

が

足

り

な

か

っ

た

陰



陽

寮

の

よ

う

な

も

の

の

萌

芽

を

生

み

出

す

一

手

を

打

つ

た

時

代

で

あ

っ

た

と

意

義

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

お

わ

り

に

陰

陽

寮

に

関

係

す

る

史

料

は

と

て

も

少

な

く

、

推

論

と

な

っ

た

部

分

も

多

い

が

、

そ

れ

で

も

自

分

の

中

で

一

つ

の

答

え

を

作

り

出

せ

た

と

思

っ

て

い

る

。

最

後

に

陰

陽

道

の

成

立

年

代

に

つ

い

て

簡

単

で

は

あ

る

が

話

し

た

い

。

第

一

章

で

も

述

べ

た

が

現

在

の

陰

陽

道

の

成

立

年

代

に

関

す

る

理

解

は

村

山

修

一

氏

の

見

解

を

否

定

し

た

山

下

克

明

氏

の

も

の

で

、

陰

陽

道

が

呪

術

的

宗

教

と

し

て

成

立

す

る

九

世

紀

後

半

か

ら

十

世

紀

に

か

け

て

と

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

同

25

氏

は

陰

陽

道

が

成

立

基

盤

に

は

陰

陽

道

が

存

在

し

、

律

令

制

下

陰

陽

寮

が

そ

の

基

盤

で

あ

る

と

し

て

い

る

2

3

。

こ

の

言

葉

を

そ

の

ま

ま

受

け

止

め

る

な

ら

陰

陽

寮

の

存

在

は

陰

陽

道

の

存

在

と

し

て

示

す

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

つ

ま

り

、

陰

陽

道

の

成

立

時

期

は

天

武

・

持

統

朝

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

第

一

章

で

述

べ

た

よ

う

に

、

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

師

は

事

実

と

し

て

相

地

を

行

っ

て

お

り

、

そ

れ

は

律

令

制

下

陰

陽

寮

の

重

要

な

職

掌

で

あ

っ

た

こ

と

は

示

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

山

下

克

明

氏

は

平

安

時

代

の

陰

陽

部

門

の

職

務

を

占

術

と

宗

教

の

混

合

で

あ

る

と

し

て

い

る

が

、

同

時

に

奈

良

時

代

の

陰

陽

部

門

の

職

務

は

占

術

技

能

を

中

心

と

し

た

も

の

で

あ

る

2

4

と

し

て

い

る

。

私

は

こ

こ

か

ら

、

陰

陽

道

を

三

種

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

て

い

る

。

つ

ま

り

、



技

術

型

陰

陽

道

、

宗

教

型

陰

陽

道

と

慣

習

型

陰

陽

道

で

あ

る

。

技

術

型

陰

陽

道

は

占

笠

・

相

地

を

主

と

し

て

行

う

た

め

の

技

術

的

要

素

を

中

心

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

慣

習

型

陰

陽

道

は

宗

教

型

陰

陽

道

が

国

内

機

構

に

浸

透

し

、

一

定

の

経

験

則

得

た

こ

と

に

よ

っ

て

、

様

々

な

事

象

に

対

し

て

の

対

処

法

が

ほ

ぼ

マ

ニ

ュ

ア

ル

化

さ

れ

て

い

る

状

態

の

陰

陽

道

の

こ

と

を

指

し

て

い

る

。

そ

の

中

間

時

期

は

、

山

下

克

明

氏

が

示

し

て

い

た

占

術

と

宗

教

の

混

合

つ

ま

り

宗

教

型

陰

陽

道

で

あ

る

。

そ

れ

ぞ

れ

を

区

分

す

る

も

の

は

怨

霊

に

対

す

る

思

想

の

出

現

と

国

内

官

人

に

よ

る

陰

陽

道

の

典

籍

化

で

は

な

い

か

と

考

え

て

い

る

。

こ

の

区

分

は

あ

く

ま

で

天

武

・

持

統

朝

を

陰

陽

寮

の

始

点

と

し

て

考

え

る

自

分

の

立

場

か

ら

の

場

合

の

も

の

で

あ

り

、

か

な

り

の

指

摘

さ

れ

る

べ

き

点

が

あ

る

と

思

う

が

、

少

な

く

と

も

天

武

・

持

統

朝

の

陰

陽

寮

と

い

う

存

在

は

『

日

本

書

紀

』
に

記

載

さ

れ

て

い

る

事

象

で

あ

る

の

か

ら

、

様

々

な

方

に

考

察

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

う

と

こ

ろ

で

あ

る

。
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(

注

)

以

下

敬

称

略

1

西

、
嶋

定

生

『

東

ア

ジ

ア

世

界

に

お

け

る

日

本

古

代

史

講

座

5

階

唐

帝

国

の

出

現

と

日

本

』

「七

世

紀

の

東

ア

ジ

ア

と

日

本

」

(

学

生

社

一

九

八

一

年

)

2

早

川

庄

八

『

岩

波

講

座

日

本

歴

史

2

「

律

令

制

の

形

成

」

古

代

2

』



(

岩

波

書

店

一

九

七

五

年

)

3

青

木

和

夫

『

東

ア

ジ

ア

世

界

に

お

け

る

日

本

古

代

史

講

座

6

日

本

律

令

国

家

と

東

ア

ジ

ア

』

「

日

本

律

令

国

家

」

(

学

生

社

一

九

八

二

年

)

4

坂

上

康

俊

『

岩

波

講

座

日

本

歴

史

第

三

巻

古

代

3

』

「

律

令

制

の

形

成

」

(

岩

波

書

店

二

〇

一

四

年

)

5

山

下

克

明

『

平

安

時

代

陰

陽

道

史

研

究

』

(

思

文

閣

出

版

二

〇

一

五

年

)

6

村

山

修

一

『

日

本

陰

陽

道

史

総

説

』

(

塙

書

房

一

九

八

一

年

)

7

『

世

界

史

B

用

語

集

全

国

歴

史

教

育

研

究

協

議

会

編

』

(

山

川

出

版

社

二

〇

〇

六

年

)

8

山

下

克

明

前

掲

9

村

山

修

一

前

掲

1

0

山

下

克

明

前

掲

『

平

安

時

代

の

宗

教

文

化

と

陰

陽

道

』

(

岩

田

書

院

一

九

九

六

年

)

1

1

下

出

積

與

『

日

本

古

代

の

道

教

・

陰

陽

道

と

神

27



111111112222

舐

』

(

吉

川

弘

文

館

一

九

九

七

年

)

2

『

日

本

古

典

文

学

大

系

日

本

書

紀

下

』

(

岩

波

書

店

一

九

六

五

年

)

3

久

木

幸

男

『

日

本

古

代

学

校

の

研

究

』

(

玉

川

大

学

出

版

部

一

九

九

〇

年

)

4

山

下

克

明

前

掲

5

桃

裕

行

『

上

代

学

制

の

研

究

』

(

吉

川

弘

文

館

一

九

四

七

年

)

6

久

木

幸

男

7

久

木

幸

男

8

村

山

修

一

9

久

木

幸

男

0

西

嶋

定

生

1

村

山

修

一

2

西

嶋

定

生

3

山

下

克

明

前

掲

前

掲

前

掲

前

掲

前

掲

前

掲

前

掲

前

掲
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2

4

山

下

克

明

前

掲

〈
参

考

文

献

v

以

下

敬

称

略

・

石

母

田

正

『

石

母

田

正

著

作

集

第

三

巻

日

本

の

古

代

国

家

』

「

日

本

の

古

代

国

家

」

(

岩

波

書

店

一

九

八

九

年

)

・

青

木

和

夫

『

東

ア

ジ

ア

世

界

に

お

け

る

日

本

古

代

史

講

座

6

日

本

律

令

国

家

と

東

ア

ジ

ア

』

「

日

本

律

令

国

家

」

(

学

生

社

一

九

八

二

年

)

・

斎

藤

励

『

王

朝

時

代

の

陰

陽

道

』

(

五

十

嵐

書

店

一

九

七

六

年

)

・

坂

上

康

俊

『

岩

波

講

座

日

本

歴

史

第

三

巻

古

代

3

』

「

律

令

制

の

形

成

」

(

岩

波

書

店

二

〇

一

四

年

)

・

下

出

積

與

『

日

本

古

代

の

道

教

・

陰

陽

道

と

神

祇

』

(

吉

川

弘

文

館

一

九

九

七

年

)

・

西

嶋

定

生

『

東

ア

ジ

ア

世

界

に

お

け

る

日

本

古

代

史

講

座

5

晴

唐

帝

国

の

出

現

と

日

本

』

「

七

世

紀

の

東

ア

ジ

ア

と

日

本

」

(

学

生

社

一

九

八

一

年

)

・

早

川

庄

八

『

岩

波

講

座

日

本

歴

史

2

古

代

2

』

「

律

令

制

の

形

成

」

(

岩

波

書

店

一

九

七

五

年

)

・

久

木

幸

男

『

日

本

古

代

学

校

の

研

究

』

(

玉

川

大

学

出

版

部

一

九

九

〇

年

)

・

村

山

修

一

『

日

本

陰

陽

道

史

総

説

』

(

塙

書

房

一

九

八

一

年

)
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・

桃

裕

行

『

上

代

学

制

の

研

究

』

(

吉

川

弘

文

館

一

九

四

七

年

)

・

山

下

克

明

『

平

安

時

代

陰

陽

道

史

研

究

』

(

思

文

閣

出

版

二

〇

一

五

年

)

『

平

安

時

代

の

宗

教

文

化

と

陰

陽

道

』

(

岩

田

書

院

一

九

九

六

年

)

・

義

江

明

子

『

日

本

史

リ

ブ

レ

ッ

ト

人

○

〇

六

天

武

天

皇

と

持

統

天

皇

律

令

国

家

を

確

立

し

た

二

人

の

君

主

』

(

山

川

出

版

社

二

〇

一

四

年

)

・

岩

波

書

店

『

日

本

古

典

文

学

大

系

日

本

書

紀

下

』

(

一

九

六

五

年

)

・

吉

川

弘

文

館

『

新

訂

増

補

国

史

大

系

第

一

巻

下

日

本

書

紀

後

編

』

『

新

訂

増

補

国

史

大

系

第

二

巻

続

日

本紀

』

『

新

訂

増

補

国

史

大

系

第

二

十

三

巻

令

集

解

前

編

』

(

吉

川

弘

文

館

一

九

六

六

年

)
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